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は　し　が　き

　我が国の消防は、平成 25 年に消防団 120 年・自治体消防 65 周年を迎えました。

　消防団については、地域の防災力の中核として、地域密着性・要員動員力・即時

対応力といった特性を活かしながら、火災時の初期消火や残火処理、風水害時の警

戒や救助活動を行っているほか、大規模災害時には住民の避難支援や災害防ぎょ等

を行っており、地域の安全確保のために大きな役割を果たしています。

　このような消防団員等に係る公務災害補償制度は、昭和 26 年の消防組織法の改正

で法律上明文化されて以降、逐次整備・充実が図られ、現在では他の公務災害補償

制度と遜色のないものとなり、多数の公務災害認定の事例が積み重ねられて参りま

した。近年、社会経済情勢の変化に伴い消防団の活動も極めて広範囲にわたっており、

それらの活動の中で発生する公務災害も多様化しております。また、その発生件数

は毎年千数百件に及んでおり、その中には重度な障害を残す事例や不幸にして殉職

される事例も少なくありません。

　これらの公務災害は、未然に防止することが極めて重要ではありますが、不幸に

して災害が発生した場合は、迅速かつ公正な補償がなされなければなりません。そ

のためには、公務災害の認定事務、補償事務が、適正かつ円滑に実施されることが

重要であり、その際に類似した事例があれば公務上・外の認定に当たっての目安と

なり得ます。

　このため当基金では、従来より認定事例集＆質疑応答集を発行してきたところで

すが、前回（平成 16 年 3 月）の発行から 10 年が経過し、その間に東日本大震災が

発生したこともあり、今回最新版となる本書を発行することとしました。

　本書は、過去に発生した様々な事例と全国の市町村から寄せられた質問とその回

答を体系的に整理したものであり、消防団事務担当者の方々が公務災害の認定と補

償の実務に携わる際の参考となり、被災団員等に対する迅速かつ公正な補償を遂行

するために役立てていただければ幸いと存じます。

　　平成 26 年３月

消防団員等公務災害補償等共済基金   

常務理事 　丹　下　甲　一 
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